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内容要旨
［目的］現在，部分床義歯のフレームワークには，その優れた機械的特性からコバルトクロム（Co-Cr)
合金が広く用いられおり，金属アレルギーや金属色による審美不良，フレームワーク製作工程の煩雑さ
等の問題点を有するにもかかわらず，長らく標準的なフレームワーク材料とされてきた．一方で， Ceria
partially stabilized zirconia/alumina nanocomposite (Ce-TZP/A）はセラミックス系材料でありながら
高い破壊靭性値と曲げ強さを有し，弾性係数はCo-Cr合金と同程度である Ce-TZP/Aをフレームワーク
に応用できれば，金属アレルギー患者への適用や審美性の向上が可能なだけではなく， CAD/CAM加工に
より義歯製作のワークフローを劇的に効率化する技術革新となる．本研究ではCe-TZP/Aによるフレーム
ワークの臨床応用を目的として，特にクラスプに要求される屈曲特性と疲労特性を獲得するための3次
元形態（断面形状・taper）の最適化に着目し，形態が屈曲特性と疲労特性に与える影響を明らかにした．
［方法］クラスプ鈎腕を棒状形態とした試料片をCe-TZP/Aにて製作した．基部断面形態を半円形状（幅
2. 0/1事さ I.Omm, group I)，扇平形状（同2.5/0. 8m, group I）とした2種， taper比（先端と基部の寸法
比）を I.0, 0. 8, 0. 6とした3種を組み合わせ，言十6種の試料を製作し，比較対照にはCoCr合金で製作
したgroupIと同一形状の試料片を用いた．万能試験機で片持ち梁試験を行い，破断点の荷重値及び変
位量を，疲労試験機で一定の変位量を 106回繰り返し与え，破断しない最大変位量を測定した．また，
試料片と同一形状のモデルで片持ち梁試験を想定した三次元有限要素法解析を行い，荷重条件下におけ
る応力分布図の生成と最大主応力値の算出を行った．
［結果］片持ち梁試験で得られた荷重一変位曲線より，同一 taper比間で半円形状group！は扇平形状
gro自PEより剛性が高く，破断荷重値も約 17～34%高い値を示した．また破断変位量は taper比0.6・
0. 8・I.0のl慣で大きくなった．疲労試験ではgroupIのtaper比I.0' 0. 8' 0. 6の破断しない最大の変
位量はそれぞれ0.50, 0. 70, 0. 85mmであり，同一形態のCoCr合金と同等の値を示した．三次元有限
要素法解析では全ての断面形状でtaper比が減少すると基部から先端方向に応力が分散し，taper比0.6 
で最小の主応力値を示した．
［結論］ Ce-TZP/Aクラスプを想定した条件下では基部断面の幅2.Omm，厚さ I.Om, taper比0.6の試
料片が最適な屈曲特性を示し，臨床で想定される着脱時の繰り返し変位に起因する疲労破壊に耐えうる
ことが示唆された．
